








1.研究目的 

淀川キリスト教病院では昭和 37 年最初の交換輸血例を施行して以来,昭和 51 年で 1,000

症例を超えるにいたった。しかし同年以後 NICU の充実と共に,入院症例に未熟児とくに

1,500g 未満の極小未熟児に対する呼吸・循環管理を中心にした治療を行うことが多くなっ

た。このような背景を考慮して,本研究では,(1)年次別・体重別交換輸血例の変遷を検討す

ること,および(2)昭和 56 年度に輸血または交換輸血をうけた児の主として輸血そのもの

による合併症ないし後遺症の有無を検討するのが目的である。 


